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平成 18年度実績評価にあたって 

 
 「誰もがいきいきと暮らせるバリアフリー社会の実現」を基本理念として平成 19 年 3
月に南幌町障がい者計画及び南幌町障がい福祉計画を策定し、事業の推進をしているとこ

ろであります。 
平成 18年４月より「障害者自立支援法」の施行に伴い、安定的な財源の確保と目的に利
用者の 1割負担等が実施され、10月からは新体系への移行が開始され、利用者及び関係者
にとっては制度の理解や周知に翻弄した 1年でありました。 
この度、障がい者の実態把握とサービスの理解を含めアンケート調査を実施するととも

に、平成 18 年 10 月から平成 19 年３月までの新体系に伴う実績をまとめ計画の進捗状況
等の点検評価を行いました。この評価を基に、平成２０年度における計画の見直しに反映

させていきたいと考えております。 
 サービスの推計値と現状がどうであったかということに着眼してまとめましたが、今回

の評価では、障害福祉サービスでは短期入所以外は微増のサービスはあるものの、ほぼ計

画の推計値で一致しており、また、町が主体で実施する地域生活支援事業も移動支援事業

を除き、ほぼ推計と同様の結果となりました。 
特に、推計値から利用が少なかった移動支援事業については、サービスが不要となった

り、他のサービスで代替したのではないかと考えられます。一方、推計値より大幅に利用

が増えた短期入所については、突発的な利用やサービス自体が周知されたことによるもの

と考えられます。 
今後については、数値には表現できない相談支援事業等の充実や関係機関と連携をとり

ながら、福祉サービスの啓蒙や提供に努めるとともに、本計画の基本理念である「誰もが

いきいきと暮らせるバリアフリー社会の実現」を目指し、各施策の推進を図ってまいりま

す。 
 
 

 
 

平成１９年１１月 
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図１　障がい程度区分認定者の推計及び実績
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１ 障がい程度区分認定 

障がい福祉計画１６ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成１８年度については、１０月からの新体系開始に向けて、８月より南空知南部障がい認定審査会（夕

張市・栗山町・由仁町・南幌町の共同設置）が開始され、延べ１１回開催されました。全体で１２８件

の審査が行われ、当町は２３件（うち１件再調査）の審査がなされました。ほぼ推計どおりの区分とな

っています。 

 

 

【参考】南空知南部障がい認定審査会月別審査件数 

（単位：件数） 

 
８月 

２回開催 

９月 

３回開催 

１０月 

１回開催 

１１月 

１回開催 

１２月 

１回開催 

２月 

１回開催 

３月 

１回開催 
合計 

夕張市 1 15 7 2 0 1 0 26

栗山町 14 33 2 2 1 3 2 57

由仁町 9 2 1 0 2 3 5 22

南幌町 5 11 2 4 1 0 0 23
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図2　訪問系サービス見込量及び実績
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図３　訪問系サービス伸び率
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障がい福祉計画２２ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障がい福祉計画２２ページ参照 
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図４　居宅介護サービス見込量及び実績
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図 2の居宅介護見込量については、１０月の利用量を基準に設定しています。平成１８年度の実績は

利用者一人一人の利用月数で平均値を表しています。 

平成１７年度は毎月の定期利用者が平均して利用していましたが、平成１８年度の実績では利用人数

は１人増加していますが、サービス利用をやめたり、転出等により、時間数が１０時間見込量を下回っ

ています。（図4参照） 

居宅介護の内容は、家事援助２人が定期的利用、身体介護もしくは通院介助５人が不定期利用となっ

ています。 

図３の訪問系サービスの伸び率の実績が見込量を大きく下回った理由として、行動援護の利用が少な

かったことがあげられます。 
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図５　行動援護サービス見込量及び実績
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行動援護の実績が大きく見込量を下回った理由として、利用者が一時期利用できなかったことや、行動

援護を他のサービスで利用したことが考えられます。 
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図６　日中活動系サービス利用者見込み及び実績
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障がい福祉計画２７ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日中活動系サービスの平成１８年度の見込量と実績を比較すると、就労継続Ａ・Ｂ、地域活動支援セン

ター、旧法施設支援については見込どおりとなっています。生活介護は、入所施設２ヶ所（２人）と通

所施設２ヶ所（３人）の新体系移行に伴うものですが、うち通所施設１ヶ所の新体系移行が把握できな

かったため、見込より１人増えています。就労移行支援は、入所施設１ヶ所（１人）、通所施設１ヶ所

（２人）の新体系移行により見込みより１名増えています。短期入所は、当初見込が１人でしたが、実

績では７人と大幅に増加しています。その要因として、当初見込んでいた介護者の事情による利用者１

人の他に一時的利用者が多かったことにあります。 
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図７　日中活動系サービス利用見込及び実績

0

10

20

30

40

50

60

人
数

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

利用者数 見込み 44 48 51 51 53 53 53

利用者数 実績 44 57

伸び率 見込み 100% 109% 116% 116% 120% 120% 120%

伸び率 実績 100% 129%

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

図８　生活介護サービス見込量及び実績
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日中活動系サービス利用については、図6の各日中活動系サービスの総計となっています。短期入所利

用が見込に比べ大幅に増加したことと、生活介護と就労移行支援の利用が見込よりも多かったことによ

り全体的に伸びています。 

 
 

障がい福祉計画２９ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生活介護の利用日数については、見込８８日、実績８５日とほぼ見込どおりとなっています。利用者５

人のうち、１人が月１日程度の利用で他の４人については月２１日程度の利用となっています。 
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図９　自立訓練（生活訓練）サービス見込量及び実績
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図１０　就労移行支援サービス見込量及び実績
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自立訓練（生活訓練）は、見込どおり、平成１８年度の利用はありませんでした。 

 
障がい福祉計画３１ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
就労移行支援は、平成１８年度の実績が見込より１人増加し３人となっています。増加した１人につい

ては、１１月からの利用となっているため、日数が少し下回っています。 



 ８

図１１　就労継続支援（Ａ型）サービス見込量及び実績
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図１２　就労継続支援（Ｂ型）サービス見込量及び実績
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障がい福祉計画３３ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
就労継続支援Ａ型（図１１）、就労継続支援Ｂ型（図１２）ともに、利用者数は見込どおりとなってい

ます。利用日数もほぼ見込どおりとなっています。 
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図１３　短期入所サービス見込量及び実績
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図１４　地域活動支援センターサービス見込量および実績

0

1

2

3

4

5

6

人
・
日
数
/
月

日数見込 5 5 5 5 5 5

日数実績 2

人数見込 1 1 1 1 1 1

人数実績 1

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

障がい福祉計画３５ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
短期入所サービス利用については、介護者の事情による利用者１人を見込んでいましたが、実績では７

人（うち児童１人）と大幅に増加しています。それにより日数も増加していると考えられます。 

 
 

障がい福祉計画３６ページ参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域活動支援センターサービスについては、利用者１人の途中転出により４ヶ月の利用となり利用日数

の減少となっています。（設置箇所数は１ヶ所です。） 
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図１５　旧法施設支援サービス見込量及び実績
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旧法施設支援サービスの実績については、入所２７人、通所１１人と見込どおりとなっています。入所

の内訳については身体障がい者施設数４ヶ所で利用者７人（療護施設４人、授産施設３人）、知的障が

い者施設数１３ヶ所で２０人（更生施設１８人、授産施設２人）となっています。 
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図１６　居住系サービス見込量及び実績
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居住系サービスについては、旧施設入所者２人のうち１人が４月よりグループホームと通所利用を開始

し、１人が８月より在宅に移行しています。グループホーム・ケアホームは、グループホーム利用者３

人のうち１人が新規利用、２人が継続利用です。継続利用をしていた２人のうちの１人は１２月よりケ

アホームに移行しています。 
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図１７　施設入所者数見込量及び実績
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施設入所者３２人について、平成１８年度見込では３人の方が地域へ移行すると推定していましたが、

結果的には知的障がい者更生施設利用者２名でした。２名のうち１名は平成１８年４月より通所とグル

ープホームのサービス利用を開始し、１人は、平成１８年８月に施設を退所し地域で生活を開始しまし

た。見込んでいた１人は身体障がいのある方で、一時期、地域生活を検討していましたが、結果的には

自分に合う通所施設が見つからず、入所継続となっています。
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5 地域生活支援事業 

障がい福祉計画40～43ページ参照 

【相談支援事業】                             （単位：箇所） 

 Ｈ１８見込 Ｈ１８実績 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２３ 

障害者相談支援事業 2 2 2 2 2 

地域自立支援協議会 1 1 1 1 1 

相談支援事業機能強化事業 1 1 1 1 1 

成年後見制度利用支援事業 1 1 1 1 1 

実績箇所数については、見込どおりとなっています。 

 
 
【コミュニケーション事業】                        （単位：人） 

 Ｈ１８見込 Ｈ１８実績 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２３ 

手話通訳者派遣事業 2 2 2 2 2 

平成１８年度実績は実人数２名で月１回の定期受診と会議での通訳派遣となっています。この事業に関

しては自己負担は無料となっています。 

 
 
【日常生活用具給付等事業】                           （単位：件数） 

 Ｈ18見込 Ｈ18実績 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ23

介護・訓練支援用具（特殊寝台等） 4 5 2 2 2 

自立生活支援用具（入浴補助用具等） 3 4 1 1 1 

在宅療養等支援用具（電気式たん吸引器等） 1 1 1 1 1 

情報・意思疎通支援用具（盲人用時計等） 1 2 1 1 1 

排泄管理支援用具（ストマ装具等） 

／計画当初の考え方での件数
60 28／66 72 72 84 

居宅生活動作補助用具（住宅改修） 1 2 1 1 1 

平成１８年度実績は、排泄管理用具と在宅療養等支援用具以外は１用具ずつの増加となっています。介

護・訓練支援用具は介護保険の制度改正でベッドのレンタルができなくなった方２人（３件）に特殊寝

台を支給しています。排泄管理支援用具は、平成１８年１０月より補装具支給から日常生活用具となり、

利用人数は５人となっています。５人のうち４人にストマ用具、１名に紙おむつを支給しています。排

泄管理支援用具の平成１８年度実績２８件は１０月からの支給件数です。平成１８年４月から９月まで

のストマ用具および紙おむつの支給件数は３８件だったため、平成１８年度の支給件数は６６件となり、

実質的には増加となっています。 
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【移動支援事業】 

 Ｈ１８見込 Ｈ１８実績 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２３ 

実施見込箇所 4 4 4 4 4 

利用人数 4 1 5 6 8 

利用時間 35 2 40 45 60 

移動支援事業は、１２人が利用申請し決定を受けていましたが、実際の利用は１人という状況でした。

１２人中６人は日中一時支援事業も申請しており、他のサービスで代替したり介護者の事情により利用

予定がなくなったと考えられます。 

 
 

【日中一時支援事業】 

 Ｈ18見込 Ｈ１８実績 Ｈ19 Ｈ２０ Ｈ23 

実施見込箇所 5 5 5 5 5 

利用人数 8 10 8 9 11 

日中一時支援事業は、１３人（うち児童７人）利用申請し決定を受け１０人（うち児童４人）が利用し

ている状況であり、利用しやすいサービスと考えられます。 
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ⅠⅠ  障障ががいい福福祉祉ササーービビスス量量一一覧覧表表  

（単位：人） 

  Ｈ１８見込 Ｈ18実績 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２３ 

居 宅 介 護 ６ 7 ６ 7 １０ 

重 度 訪 問 介 護 ０ 0 ０ ０ ０ 

行 動 援 護 １ 1 １ １ １ 

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス 重度障がい者等包括支援 ０ 0 ０ ０ ０ 

生 活 介 護 ４ 5 ４ ６ ３０ 

自 立 訓 練（機能訓練） ０ 0 ０ ０ ０ 

自 立 訓 練 （生活訓練） ０ 0 ０ １ 8 

就 労 移 行 支 援 ２ 3 ３ ４ 6 

就 労 継 続 支援（Ａ型） １ 1 １ １ １ 

就 労 継 続 支援（Ｂ型） １ 1 3 ４ ７ 

療 養 介 護 ０ 0 ０ ０ ０ 

児 童 デ イ サ ー ビ ス 0 0 0 0 0 

短 期 入 所 1 7 1 0 0 

地 域 活 動 支援センター １ 1 １ １ １ 

日

中

活

動

系

サ

ー

ビ

ス 旧法施設支援（入所・通所） ３８ 38 ３８ ３４ ０ 

グ ル ー プ ホ ー ム 

ケ ア ホ ー ム 
３ 3 ３ ３ ３ 

施 設 入 所 支 援 ２ 3 ３ ５ ２８ 

居
住
系
サ
ー
ビ
ス 旧 法 施設支援（入所） ２７ 27 ２６ ２４ ０ 

 

参 考 資 料 
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ⅡⅡ  地地域域生生活活支支援援事事業業ササーービビスス量量一一覧覧表表  

（単位：人） 

 Ｈ１８見込 Ｈ18実績 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２３ 

相 談 支 援 2 2 2 2 2 

障 が い 者 相 談 支 援 事 業 

（ 単 位 ： 箇 所 ） 
2 2 2 2 2 

地 域 自 立 支 援 協 議 会 

（ 単 位 ： 箇 所 ） 
1 1 1 1 1 

相談支援事業機能強化事業 1 1 1 1 1 

相

談

支

援

事

業 成年後見制度利用支援事業 1 1 1 1 1 

コミュニケーション支援事業      

 手 話 通 訳 者 派 遣 事 業 2 2 2 2 2 

介 護 ・ 訓 練 支 援 用 具 4 5 2 2 2 

自 立 生 活 支 援 用 具 3 4 1 1 1 

在 宅 療 養 等 支 援 用 具 1 1 1 1 1 

情報・意思疎通支援用具 1 2 1 1 1 

排 泄 管 理 支 援 用 具 

（給付件数／計画当初の考え方での件数） 
5（60） 5（28/66） ６（72） ６（72） ７（84）

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業 居 宅 生 活 動 作 補 助 用 具 1 2 1 1 1 

移 動 支 援 事 業      

利 用 人 数 4 1 5 6 8 
 
利用時間（単位：時間） 35 2 40 45 60 

地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー 1 1 1 1 1 

日 中 一 時 支 援 事 業 8 10 8 9 11 

生 活 サ ポ ー ト 事 業 0 0 0 0 0 
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南幌町障がい者計画及び南幌町障がい福祉計画評価委員会設置要綱 

 
（名称） 

第１条 この会は、南幌町障がい者計画及び南幌町障がい福祉計画評価委員会（以下「委

員会」という。）という。 

（目的） 

第２条 この会は、南幌町障がい者計画及び南幌町障がい福祉計画（以下これらを「計画」

という。）の推進にあたり、毎年度各施策の点検・評価を行ない、町長に必要な意見を述

べることを目的とする。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１２名以内で組織する。 

２ 委員は次の各号に定める者のうちから町長が委嘱する。 

（１）学識経験者 

（２）各種関係団体 

（３）障がい当事者及びその家族 

（委員の任期） 

第４条 任期は委嘱の日から平成２０年３月３１日までとする。但し、再任は妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、又は委員が欠けたときは、委員長があらかじめ指定した委

員が職務を代理する。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、南幌町保健福祉課において処理する。 

（報酬） 

第７条 委員会の委員報酬は、無報酬とする。 

（会議） 

第８条 委員会は委員長が召集し、会議は委員長が議長となる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附則 

  この要綱は、平成１９年８月１日から施行する。 
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南幌町障がい者計画及び南幌町障がい福祉計画評価委員会名簿 

 

 氏    名 区分 

委 員 長 輿水  武 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 

職務代理 栗林 和史 社 会 福 祉 関 係  

委  員 前川 政則 学 識 経 験 者 

委  員 安藤 一雄 民生・児童委員協議会会長 

委  員 井口  進 医 師 

委  員 松坂  優 社 会 福 祉 関 係  

委  員 木本 博司 障 が い 者 団 体 代 表  

委  員 小林  修 障 が い 者 団 体 代 表  

委  員 本間 美雪 住 民 代 表 

委  員 中村 達子 住 民 代 表 

計１０名 


